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ひらかたエコフォーラム 2008 を開催 

2 月 2日（土）、メセナひらかたで「ひらか

たエコフォーラム 2008」を開催しました。

昨年に引き続き2回目の開催となった今年

度は、“地域とともにすすめる環境活動”を

テーマとして、校区コミュニティに加え、市

内でよりよいまちづくりを目指し活動して

いる団体やグループ、個人の方々を広く対象

とし、約 200 名の参加者を得て、環境ネット

ワークを育むワンステップとなりました。 

午前は環境表彰と環境活動の取組み発表、

午後はシンポジウム（基調講演・パネルＤＣ）

等、また市民活動団体や企業等によるブース

展示・パネル展示も行いました。 

（2，3ページに関連記事）



 

 

 

 

 

 

 

環境表彰受賞者による取組み発表が好評 

表彰の後、学校園や団体による環境活動の取

組み発表が行われました。他の学校園や団体の

事例発表は非常に参考になったという声が多

く、参加者アンケートからは「各地区の取組み

が大変良い。私達の地域でもぜひ参考にしたい」、

「多くの団体、グループが諸活動を行っているこ

とを知った」、「今後も幅広い活動報告を希望す

る。小学校、中学校の活動報告を今後も続けると

良いと思う」などの声が寄せられました。 

参加者は基調講演に釘付け！？ 

午後 2時からは、「地域で 

すすめる環境活動～つくろ 

う人の輪・地域の輪～」を 

テーマにシンポジウムを開 

催しました。皇學館大學大 

学院教授 向出佳司氏に基調 

講演をお願いし、参加者を釘付けにする巧みな

話術でスタート。ホワイトボードをたくさんの文

字で埋め尽くし、“人生・出逢い”という視点か

ら「環境づくり（人づくり）」について全身でご

講演いただき、参加者一人ひとりに熱意が伝わる

基調講演となりました。この基調講演を受けて、

次のパネルデ

ィスカッショ

ンでは地域で

の環境活動の

実践について

考えました。

 

環境表彰受賞によって活動意欲を高める 

環境表彰では、環境活動に対する意欲をさら

に高めてもらおうと、市内で熱心に環境活動に

取組んでいる団体・事業者、学校園を表彰しま

した。団体・事業者は市長およびひらかた環境

ネットワーク会議理事長より、学校園について

優秀賞は市長より、奨励賞は教育長より、それ

ぞれ表彰状が授与されました。併せて枚方市が

平成 19 年度に実施した「緑のカーテンコンテ

スト」の表彰も行いました。表彰者、団体・事

業者、学校園は下記の通り。（順不同・敬称略）

 
 
 
 
 
 

 
【環境表彰受賞（7団体）】 

明るい社会づくり運動

枚方交野地区協議会 
彩（いろどり） 

光善寺東倶楽部 劇団 HALLJACK 

ﾈｯﾂﾄﾖﾀ新大阪㈱ 枚方エコサイクル 

枚方桜花ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ  

【学校園環境表彰受賞（各 5団体）】 

優秀賞 奨励賞 

田口山幼稚園 蹉跎西幼稚園 

明倫小学校 蹉跎小学校 

平野小学校 春日小学校 

中宮中学校 西牧野小学校 

招提中学校 蹉跎中学校 

【緑のカーテンコンテスト表彰受賞（3名）】

優秀賞 特別賞 

亀井 憲一 杉永 祐子 

重富 兵二  
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 出展団体は、それぞれの環境活動の紹介、成果品 

の展示等を通して、環境活動の啓蒙に努めました。 

出展団体と出展内容は下記の通り。（順不同・敬称略） 

【ブース展示（8団体）】 

大阪ガス㈱ マイホーム発電の実機展示、省エネ機器の紹介 

京セラミタ㈱枚方工場 大型ディスプレイによる環境活動紹介、環境報告書等資料の展示 

京阪バス㈱ 環境定期券等チケット紹介 

御殿山竹遊会 竹細工展示 

天の川を清流にする会 展示：新安居川の生物の写真と水槽、新安居川の水質改善活動の写真 

体験：水質チェック 

枚方エコサイクル リサイクル自転車の展示 

エコ・スマイルひらかた ＥＭ菌やダンボールによる生ゴミ堆肥化の説明 

エコ手づくりの会楽々ひろば 展示：牛乳パック､紙筒､エコ石鹸､うちわ､竹･廃材･古布､リサイクル商品

販売：万華鏡･古布･革の小物等  体験:箸の廃材を使用した人形進呈 

【パネル展示（8団体）】 

全労災大阪府本部共済ショップ枚方 枚方市役所環境総務課 市民共同発電所ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ひらかた環境ﾈｯﾄﾜｰｸ会議

明るい社会づくり運動 

枚方交野地区協議会 

ネッツトヨタ新大阪㈱ 中宮中学校 招提中学校 

 

子氏（当団 

体公共交通 

部会副部会 

長）、竹丸 

智之氏（地 

域活性化推進事業サポーター）の 4 名をお迎え

し、地域で実践している環境活動について報告し

ていただきました。参加者からは「地域力の重要

性を再認識した」、「もっと幅広く多くの方に参加

してもらいたい」という声が聞かれ、来年度に向

けて、早速、新たな課題も見えてきました。 

地域での実践を本気で考える 

基調講演に引き続き行われたパネルディス

カッションでは、コーディネーターに松村暢彦

氏（当団体顧問 大阪大学大学院工学研究科准

教授）、パネリストに井上祥子氏（当団体市民

共同発電所プ

ロジェクトリ

ーダー）、川崎

忠男氏（津田

共有林組合組

合長）、末岡妙

パ
ネ
ル
Ｄ
Ｃ
の
様
子
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天の川を清流にする会 御殿山竹遊会 枚方エコサイクル

「地域ですすめる環境活動 ～つくろう人の輪・地域の輪～」
シンポジウム 



2005 年 12 月からスタートした「蹉跎東小学校学校林保全活動」が、この 3月をもって終了しま

した。今回は、その 2年間の活動の歩みをご紹介します。 

2 年間の作業回数は 29 回、活動への延参加人数は 167 名、伐採した枯れ竹 668 本、間引き伐採

した青竹は 383 本に上りました。その他下草刈や伐採竹の集積作業、また、雑木の名前を調べ名札

をつけたり、上部に広がる平坦地の活用を視野にいれ、階段も造りました。 

以下、整備されていく様子を写真でご覧下さい。 

■■■■■■■■■■■ 活動日：第 1土曜日、第 3土曜日（月 2回） ■■■■■■■■■■■

【2005 年 12 月 3 日スタート～2006 年 3 月 31 日】 

作業回数：6回  参加者数：49 名  伐採した竹の本数：枯れ竹 265 本 青竹 59 本 

作業方針：倒れた竹の搬出及び枯れ竹を中心に伐採、上部の広場の整備、東側の笹の繁殖地は残す。

 

 

 

 

 

 

 

 

【2006 年 4 月 1 日～2007 年 3 月 17 日】 

作業回数：11 回  参加者数：80 名  伐採した竹の本数：枯れ竹 300 本 青竹 218 本 

作業成果： 

1．枯れ竹の伐採が終了し、雑木林の中の竹伐採を始めたため青竹伐採数が増えてきた。 

2．雑木の名札付けを行った。「アベマキ」と「クヌギ」の特定ができず。 

3．一段目の平地の作業を終了し、歩行しやすくなった。 

4．竹炭を 100 袋、竹取物語の会の窯で焼いた。 

反省点： 

1．当初考えていた学校側の参加者がいなかった。 

2．参加者の数が増えなかった。 

3．当初の作業が最終段階に入り、月 2回の作業を考え直す。 
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打ち合わせ風景（作業前） 竹薮（作業前） 松下側東部の藪（作業前）

作業前、枯れ竹が倒れた状

態、立ち枯れ状態で人が入り、

竹の利用、竹の子堀のための

手入れが定期的にされていな

い状態でした。 
最初の作業は倒れた竹の搬

出、玉きり、集積。次に立ち

枯れの竹の伐採。それが終了

した時点で、平坦部分の整備

に入り、作業の終了段階に入

ってきました。木の名札付け

を行いましたが、「アベマキ」

と「クヌギ」の特定が今現在

できていません。 

蹉蹉跎跎東東小小学学校校  


